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当事業年度におけるわが国経済は、ウィズコロナの下で各種政策の効果もあり、個人消費、設備投
資の持ち直し、企業収益は総じて改善の動きとなっており、景気は緩やかに持ち直してきております。

反面、世界的な金融引締め等が続く中、海外景気の下振れが景気を下押しするリスクとなっており、
物価上昇や供給面での制約、金融資本市場の変動による影響など景気に与える不透明感は、色濃く
残っております。

建設業界におきまして、公共投資は政府の政策などにより底堅く推移しており、民間投資においても
、コロナ禍で先送りされた設備投資の動きが見られております。住宅建設は少子化に伴い需要が鈍化
しているものの、堅調な企業収益を背景に底堅い動きとなっております。

しかしながら、建設業界を取り巻く環境は、建設資材・労務価格の高騰や建設資材の調達・建設従事
者の人材の確保の問題・人材の高齢化など厳しい状況が続いております。

このような状況のなかで、当社は新型コロナウイルス感染症への対応を優先しつつ、各地で行われ
る建設技術フェアやフォーラムへ出展し、当社所有の施工技術をアピールし工事受注の拡大につなげ
てまいりました。また、受注工事の施工前・施工中に定期的な施工会議を開き、安全・良質な工事の提
供に努めてまいりました。その結果、施工トラブルの減少につながり併せて収益拡大につなげることが
できました。

56期当事業年度末決算の社会情勢・経済情勢



業績ハイライト



(資産)

資産合計は121億71百万円となり、前事業年度末に比べ16億15百万円増加いたしました。その主な要
因は売上債権（受取手形、電子記録債権、完成工事未収入金、契約資産）が13億23百万増加したことに
よります。

(負債)

負債合計は35億52百万円となり、前事業年度末に比べ８億64百万円増加いたしました。その主な要因
は、借入金３億2１百万円、未払法人税２億17百万円、支払手形２億８百万円が増加したことによります。

(純資産)

純資産合計は86億19百万円となり、前事業年度末に比べ７億50百万円増加いたしました。その主な要
因は、利益剰余金が５億58百万円増加したことと、自己株式73百万円の売却によります。

業績ハイライト



業績ハイライト

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

当事業年度において営業活動の結果得た資金は、１億91百万円となりました。この主な要因は、税引前
当期純利益９億17百万円、仕入債務の増加額４億７百万円の増加要因と、売上債権の増加額11億95百
万円の減少要因によるものであります。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

当事業年度において投資活動の結果使用した資金は、２億75百万円となりました。この主な要因は、有
形固定資産の取得による支出４億35百万円の減少要因と、投資有価証券の償還による収入２億80百万
円の増加要因によるものであります。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

当事業年度において財務活動の結果得た資金は、３億38百万円となりました。この主な要因は、長期借
入よる収入４億円によるものであります。



配当金及び来期の業績予想



56期当期期末株価の状況

直近１年間における株価等の変動状況
56期当期事業年度 間
(2022年2月～1月)

株価 高値
＠ 7,100 円 (2022年9月)

株価 安値
＠ 4,480 円 (2022年3月)

56期当期事業年度 末日
(2023年1月31日時点)

株価
＠ 5,270 円

一株当たりの純資産額
＠ 12,218．27 円



「特殊土木工事等事業」…
ＴＲＤ等大型、中型建設機械を用いる特殊土木工事、主に公共事業の元請工事と推進工事、薬

液注入工事、ウエルポイント工事、法面工事と前述工事に係る地質調査工事など

「住宅関連工事業業」…
戸建住宅、アパート等住宅地盤改良工事、構造物等地盤改良工事、前述に係る地質調査、構造

物修復工事など

「環境関連工事事業」…
太陽光設備関連の建設、風力発電工事、地中熱を利用したエネルギー事業、土壌浄化工事など

「建築事業」… マンション、戸建て住宅、事務所、工場等の建築工事、リフォーム工事など

「機械製造販売等事業」… 機械及び部品の製造販売

「再生可能エネルギー等事業」 … 太陽光発電売電収入、その他再生エネルギー等収入

報告セグメントについて



特殊土木工事等事業では、基礎工事専門職の特徴を活かした工法及び所有建設機械を有効活
用した都市再開発関連工事など受注拡大を目指してまいりました。

住宅関連工事事業では、良質な地盤改良工事と安全施工で確実な受注と新規受注先の開拓を
目指して受注活動を行ってまいりました。

環境関連工事事業、建築事業につきましては、太陽光発電設備築造工事やマンション建築等
の新規受注に注力し、着実な営業展開を行ってまいりました。

機械製造販売等事業については、専業技術を用いた受注製造がはいりました。

再生可能エネルギー等事業については、太陽光発電が天候の影響を受けるものの前年並の収
入を得ることができました。

56期セグメント別業績



56期セグメント別業績



56期セグメント別業績



56期セグメント別業績



56期セグメント別業績



資本提携
前事業年度
2021年 3月 瀧上工業株式会社と資本提携

当事業年度
2022年 2月 日本エコシステム株式会社と資本提携
2022年12月 徳倉建設株式会社と資本提携

トピックス

瀧上工業株式会社 本社

徳倉建設株式会社 ホームページ日本エコシステム株式会社 ホームページ



令和５年２月３日(金)、愛知県稲沢市で開
催された国府宮はだか祭に協力会社「㈱ケー
スタンパー」代表者、矢澤謙二さんが神男と
して選ばれました。

選ばれた協力会社代表は太洋名古屋安全衛
生協力会の１社であり信頼できる業者であり
ます。

協力業者なしでは会社の発展はありません
。今後も良きパートナーとして邁進してまい
ります。

弊社、協力会社の代表者が
「国府宮はだか祭」の神男に選ばれました。

国府宮神社

はだか祭り

トピックス



令和5年1月12日(木)、地域で警察活動
に貢献された各種団体および個人への表
彰が、愛知県中川警察署の講堂にて厳か
に開催されました。

当社は交通安全運動や警察業務への協力
が評価され、感謝状をいただきました。

愛知県中川警察署より感謝状が
贈呈されました。

トピックス



高校生職場見学

犯罪被害防止
街頭啓発活動

社会に存在価値のある職場づくり

の実現を目指します

経営理念

地域社会へ貢献

2年ぶりの活動再開

昨年に続き2回目

模範青年表彰式

今年は2名が表彰



主な施工物件

ソイルセメン トコラム工
（横須賀市猿島 ）

回転式破砕混合工
（佐久市石神滑津川 ）

Ｔ Ｓ Ｃ工
（吹田市竹見台 ）

ロ ックバリア工
（水俣市袋井～八代市二見 ）

トピックス



地中障害物撤去工
（大阪市旭区 ）

エスリード池下レスティア
（名古屋市千種区）スラリー攪拌工

（沼津市岡宮 ）

主な施工物件
トピックス



主な施工物件
トピックス

春日井市熊野町
（スラリー式撹拌工）

富山県高岡市
（ＴＲＤ工法）



新卒採用実施中！！



太洋基礎工業株式会社

ホームページ：http://www.taiyoukiso.co.jp/

お問い合わせ先：管理本部 ＩＲ担当

電話：０５２ー３６２ー６３５１

☆当資料は、現時点で入手可能な情報から得られた当社の経営者の判断

に基づくものであります。

☆社会情勢や経営環境の変動等に関わるリスクや不確定要因により、実

際の業績は記載の予想値と大きく異なる結果となる可能性があります。


